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阪
本
是
丸
編

『
国
家
神
道
再
考

　

―
祭
政
一
致
国
家
の
形
成
と
展
開―

』

佐

藤

一

伯

　

本
書
は
編
者
を
中
心
と
す
る
国
家
神
道
研
究
会
の
研
究
成
果
を
集

成
し
た
も
の
で
、
国
家
神
道
を
正
面
か
ら
扱
っ
た
希
少
な
研
究
論
文

集
で
あ
る
。
同
研
究
会
は
子
安
宣
邦
氏
の
『
国
家
と
祭
祀―

国
家

神
道
の
現
在
』（
青
土
社
、
平
成
十
六
年
）
の
批
判
的
検
討
を
目
的
に

始
ま
っ
た
が
、「
単
な
る
子
安
氏
の
批
判
に
留
ま
ら
ず
、
従
来
の
国

家
神
道
研
究
を
捉
え
直
し
つ
つ
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、

主
に
近
世
・
近
代
に
お
け
る
「
国
家
と
祭
祀
」
や
「
祭
政
一
致
」
に

関
す
る
歴
史
的
検
討
と
い
う
テ
ー
マ
を
意
識
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で

も
具
体
的
な
史
料
に
基
づ
い
て
歴
史
的
実
証
的
に
再
考
す
る
事
」
を

目
指
し
て
研
究
会
を
重
ね
た
（
国
家
神
道
研
究
会
世
話
人
藤
田
大
誠
・

藤
本
頼
生
「
あ
と
が
き
」）。
さ
ら
に
、
故
葦
津
珍
彦
氏
が
『
国
家
神
道

と
は
何
だ
っ
た
の
か
』（
神
社
新
報
社
、昭
和
六
十
二
年
）
に
お
い
て
「
神

道
同
学
の
士
の
将
来
の
修
補
改
正
を
期
待
し
」、「
主
と
し
て
明
治
維

新
以
降
の
神
道
の
歴
史
的
展
開
を
精
緻
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
論
じ

た
試
論
」
を
土
台
に
し
て
、
国
家
神
道
研
究
会
で
は
「
考
察
の
時
代

や
対
象
を
遡
及
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
を
共
有
」
し
、「「
国
家

神
道
」
の
根
幹
と
し
て
の
「
祭
政
一
致
」
の
思
想
と
制
度
の
歴
史
的

展
開
を
研
究
す
る
こ
と
」
を
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
（
阪
本
是
丸
「『
国

家
神
道
再
考―

祭
政
一
致
国
家
の
形
成
と
展
開
』
刊
行
に
寄
せ
て
」）。
つ

ま
り
本
書
は
、近
年
の
国
家
神
道
研
究
の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、「「
国

家
神
道
」
の
根
幹
に
は
「
祭
政
一
致
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
思
想
と
そ

れ
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
問
題
意
識
に
立
っ
た
個
別
研
究
を
総
合
し
、
葦
津
氏
の
問
題
提

起
と
史
観
の
継
承
、
さ
ら
に
は
そ
の
「
修
補
改
正
」
に
取
り
組
ん
だ

「
極
め
て
意
欲
的
な
「
国
家
神
道
」
研
究
」（
同
）
の
成
果
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
以
下
、
本
書
の
十
一
本
の
論
文
を
収
録
順
に
紹
介
し

て
い
き
た
い
。

　

西
岡
和
彦
氏
の
「
神
籬
磐
境
考―

垂
加
神
道
の
祭
政
一
致
観
」

は
、
垂
加
神
道
の
神
籬
磐
境
説
に
基
づ
い
た
祭
政
一
致
観
を
考
察
し

た
も
の
。
そ
の
大
き
な
特
徴
は
、
玉
木
正
英
の
「
三
種
神
宝
極
秘
中

之
秘
口
伝
」
が
、
幽
事
と
顕
事
と
を
「
神
皇
御
一
体
」
す
な
わ
ち
神

と
天
皇
と
が
一
体
と
な
っ
て
治
め
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
「
祭
政
一
之
御

事
也
」
と
説
く
と
こ
ろ
に
見
え
る
と
い
う
。
山
崎
闇
斎
が
「
中
臣
祓
」

を
注
釈
し
た
大
著
『
風
水
草
』
で
、
神
代
紀
の
神
籬
磐
境
の
神
勅
に

つ
い
て
「
神
籬
者
日
護
木
也
、
…
…
所
謂
天
御
蔭
・
日
御
蔭
隠
坐
之

言
本
也
」
と
説
い
た
深
意
を
解
明
す
べ
く
、
垂
加
神
道
の
最
秘
奥
伝
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『
持
授
抄
』
の
分
析
を
中
心
に
論
を
進
め
て
い
る
。「
天
御
蔭
・
日
御

蔭
」
は
皇
天
二
祖
（
天
御
中
主
尊
・
高
皇
産
霊
尊
と
天
照
大
日
孁
尊
）
の

御
恩
を
賜
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
加
護
は
天
下
の
万
神
さ
ら
に
は
万

人
・
万
物
に
及
ぶ
と
説
い
た
こ
と
（
そ
の
論
拠
に
天
照
大
神
が
三
女
神

に
賜
っ
た
神
勅
を
重
視
し
て
「
中
臣
祓
」
を
「
君
臣
合
体
守
中
之
道
」
と
捉

え
た
こ
と
や
、
神
社
は
皆
三
女
神
と
合
徳
の
「
日
守
木
」
と
考
え
て
い
た
こ

と
を
指
摘
）、
さ
ら
に
は
三
種
神
器
説
に
よ
っ
て
「
わ
が
国
独
自
の
君

臣
上
下
の
関
係
、す
な
わ
ち
祭
政
一
致
の
理
念（
神
籬
磐
境
説
）を
持
っ

た
国
体
は
、
永
遠
に
揺
る
ぎ
な
く
保
証
さ
れ
る
こ
と
を
、
垂
加
神
道

は
明
確
に
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

松
本
丘
氏
の
「
近
世
に
於
け
る
祭
政
一
致
思
想
の
展
開―

垂
加

神
道
よ
り
水
戸
学
へ
」
は
、「
祭
政
一
致
」
の
熟
語
の
成
立
に
つ
い

て
検
討
し
た
上
で
、垂
加
神
道
か
ら
水
戸
学
と
く
に
会
沢
正
志
斎『
新

論
』
へ
の
展
開
を
軸
に
、
祭
政
一
致
思
想
の
通
史
的
把
握
を
試
み
て

い
る
。「
祭
政
一
致
」
の
語
は
享
保
年
間
に
垂
加
派
の
中
心
人
物
・

玉
木
葦
斎
（
正
英
）
が
用
い
、
正
志
斎
の
『
新
論
』
に
よ
っ
て
広
く

定
着
し
た
が
、
垂
加
派
で
は
他
に
「
祭
政
一
理
」「
祭
政
一
揆
」
等

も
使
用
さ
れ
、
江
戸
期
に
は
「
祭
政
維
一
」
な
い
し
「
祭
政
惟
一
」

の
語
が
「
祭
政
一
致
」
と
並
び
用
い
ら
れ
て
い
た
。
垂
加
神
道
で
は

天
児
屋
・
天
太
玉
両
神
が
朝
政
を
に
な
う
こ
と
が
祭
政
一
致
と
す
る

北
畠
親
房
の
思
想
を
発
展
さ
せ
、
君
民
と
も
に
奉
じ
る
べ
き
神
道
思

想
の
中
核
と
位
置
づ
け
た
。
こ
れ
が
前
期
水
戸
学
の
栗
山
潜
鋒
に
、

ま
た
寛
政
期
以
降
に
は
蒲
生
君
平
に
受
け
継
が
れ
て
政
治
的
理
念
と

し
て
浮
上
し
、『
新
論
』
の
登
場
に
よ
り
社
会
的
影
響
力
が
高
ま
っ
た
。

し
か
し
祭
祀
を
民
心
掌
握
の
手
段
と
捉
え
る
点
に
お
い
て
思
想
的
宗

教
的
側
面
で
は
垂
加
派
よ
り
後
退
し
た
印
象
が
あ
る
と
し
、
近
代
の

祭
政
一
致
論
・
神
社
非
宗
教
論
と
関
連
し
て
検
討
す
べ
き
課
題
を
提

起
し
て
い
る
。

　

中
野
裕
三
氏
の
「
近
代
神
宮
へ
の
道
程―

御
巫
清
直
の
思
想
と

古
儀
復
興
」
は
御
巫
清
直
の
神
宮
学
を
思
想
・
信
仰
面
か
ら
分
析
。

皇
大
神
宮
の
相
殿
神
に
天
児
屋
根
命
・
太
玉
命
を
考
え
る
な
ど
の「
神

朝
廷
論
」、
す
な
わ
ち
神
宮
が
朝
廷
と
密
接
不
可
分
の
神
朝
廷
と
す

る
信
念
は
、
先
行
す
る
神
宮
学
者
や
同
時
代
の
国
学
者
に
共
有
さ
れ

た
思
想
に
し
て
、
朝
儀
と
神
宮
祭
祀
の
根
本
理
念
で
も
あ
っ
た
。
と

り
わ
け
清
直
の
考
証
は
『
倭
姫
命
世
記
』
な
ど
の
古
伝
承
か
ら
神
宮

故
実
を
明
確
に
す
る
姿
勢
が
確
認
で
き
、
そ
の
事
例
に
豊
受
大
神
論

を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
豊
受
大
神
を
皇
大
神
の
敬
祭
す
る
神
と
規
定

し
た
本
居
宣
長
・
橋
村
正
兌
の
学
説
を
継
承
し
つ
つ
、
古
典
の
み
な

ら
ず
神
宮
祭
祀
、
宮
社
の
祭
神
な
ど
多
様
な
観
点
か
ら
食
物
を
司
る

神
徳
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
清
直
の
神

宮
学
に
お
い
て
、
故
実
の
探
求
と
神
祇
信
仰
は
一
体
不
可
分
の
関
係

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

　

星
野
光
樹
氏
の
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
祭
政
一
致
観―

会
沢

正
志
斎
と
国
学
者
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
祭
政
一
致
論
に
お
け
る
国
家



書　　評（佐藤）455

祭
祀
の
宗
教
性
と
倫
理
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
神
職
と
し
て

平
田
学
を
受
容
し
た
国
学
者
・
六
人
部
是
香
の
神
社
祭
祀
論
は
、
天

津
祝
詞
の
「
教
」
に
よ
り
「
誠
忠
」「
仁
慈
」
を
説
く
も
の
で
、
祭

祀
を
「
忠
」「
孝
」
と
結
び
つ
け
る
会
沢
正
志
斎
と
共
通
点
が
見
ら

れ
る
反
面
、「
幽
冥
政
」
に
よ
る
恒
常
的
な
産
霊
の
働
き
を
説
き
、

公
共
的
な
祈
願
の
政
治
的
役
割
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

し
か
し
六
人
部
や
矢
野
玄
道
の
天
津
神
の
言
依
し
に
よ
る
「
産
霊
」

の
働
き
と
天
津
祝
詞
を
重
視
す
る
考
え
は
、
必
ず
し
も
明
治
期
の
神

祇
行
政
に
色
濃
く
反
映
し
た
と
は
い
え
ず
、
他
方
、
天
皇
親
祭
の
意

義
を
強
調
す
る
津
和
野
派
の
祭
政
一
致
論
が
、
神
祇
行
政
を
担
う
国

学
者
に
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
天
皇
親
祭
に
よ
る
宮
中

祭
祀
が
確
立
し
た
が
、
式
部
寮
と
教
部
省
に
よ
る
祭
教
分
離
を
促
し
、

国
家
神
道
の
要
件
で
あ
る
「
非
宗
教
的
祭
政
一
致
」
制
度
へ
の
端
緒

が
開
か
れ
た
と
し
て
い
る
。

　

中
村
聡
氏
の
「
国
学
者
に
お
け
る
教
化
思
想
の
諸
相―
浦
上
キ

リ
シ
タ
ン
問
題
と
「
教
」
の
可
能
性
」
は
、
国
学
者
の
キ
リ
シ
タ
ン

教
化
と
大
教
宣
布
運
動
に
お
け
る
「
惟
神
之
道
」
の
解
釈
に
つ
い
て

考
察
す
る
。
津
和
野
派
国
学
者
は
対
外
情
勢
を
見
据
え
な
が
ら
祖
先

崇
拝
を
基
軸
に
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
を
受
け
入
れ
る
姿
勢
を
示
し
、
幽

世
（
神
・
祖
先
）
と
顕
世
（
人
）
と
の
共
存
を
説
い
て
教
化
に
努
め
た
。

こ
れ
が
教
導
職
の
活
動
や
後
の
国
民
道
徳
論
へ
と
展
開
す
る
国
民
教

化
政
策
の
前
段
階
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
近
世
以
降
の
「
惟
神
之

道
」
の
解
釈
は
「
随
神
」
と
い
う
政
治
的
な
治
教
と
し
て
の
理
解
と

「
自
有
神
道
」
と
い
う
人
倫
の
規
範
と
し
て
の
「
神
道
」（
神
教
）
の

二
つ
が
あ
り
、
一
様
で
は
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

河
村
忠
伸
氏
の
「
上
地
事
業
に
お
け
る
境
内
外
区
別
」
は
、
明
治

政
府
の
神
社
・
宗
教
行
政
の
位
置
に
つ
い
て
上
地
事
業
の
境
内
外
区

別
の
基
準
を
考
察
し
つ
つ
検
討
し
た
も
の
。
社
寺
領
は
神
聖
な
境
内

地
で
あ
る
と
と
も
に
経
済
を
支
え
る
基
盤
で
あ
っ
て
、
近
世
の
為
政

者
は
朱
印
黒
印
な
ど
の
保
護
を
与
え
て
い
た
が
、
明
治
三
年
の
上
知

令
に
よ
り
解
体
さ
れ
、
さ
ら
に
境
内
外
の
区
画
事
業
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
社
寺
境
内
の
基
準
は
「
祭
典
法
要
ニ
必
需
ノ
場
所
」
と
定

義
さ
れ
て
広
大
な
森
林
な
ど
は
除
か
れ
、
政
府
の
社
寺
保
護
は
必
ず

し
も
手
厚
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
近
代
神
社
・
宗
教
行

政
に
つ
い
て
は
、
人
民
教
化
と
い
う
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
方
面

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
制
度
面
こ
と
に
経
済
問
題
に
関
す
る
研

究
が
必
要
と
指
摘
す
る
。

　

戸
浪
裕
之
氏
の
「
明
治
八
年
大
教
院
の
解
散
と
島
地
黙
雷
」
は
、

大
教
院
分
離
運
動
の
展
開
を
建
白
書
や
意
見
書
な
ど
の
一
次
史
料
を

活
用
し
て
検
討
し
、
薩
摩
系
政
府
要
人
が
支
持
し
た
教
部
省
の
「
造

化
三
神
」
奉
斎
が
島
地
黙
雷
ら
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
皇
祖
皇
霊
と

国
家
の
功
臣
さ
ら
に
は
国
民
の
祖
先
へ
と
限
定
さ
れ
る
過
程
を
考
察

す
る
。
島
地
は
外
遊
中
の
パ
リ
で
「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」
を
起

草
し
て
政
教
分
離
と
信
教
自
由
を
主
張
し
、
帰
国
後
に
大
教
院
か
ら
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の
分
離
運
動
を
開
始
す
る
。
明
治
八
年
に
大
教
院
が
解
散
し
、
神
仏

各
宗
合
同
に
よ
る
布
教
が
廃
止
と
な
り
、「
三
条
教
則
」が
掲
げ
る「
敬

神
」
の
内
実
も
「
造
化
三
神
」
で
は
な
く
天
照
大
神
と
歴
代
天
皇
へ

の
尊
崇
に
限
定
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
黙
雷
に
よ
り
宗
教
な
ら
ぬ

「
通
俗
」
と
い
う
「
非
宗
教
」
的
な
存
在
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
政
府

の
採
用
す
る
理
論
と
な
り
、
後
年
「
神
社
対
宗
教
」
問
題
を
惹
起
さ

せ
る
に
い
た
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

齊
藤
智
朗
氏
の
「
帝
国
憲
法
成
立
期
に
お
け
る
祭
教
分
離
論
」
は
、

明
治
十
七
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て
の
神
祇
官
衛
構
想
や
そ
の
言

説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
神
道
人
の
祭
政
一
致
論
と
し
て
千
家
尊
福

の
意
見
書
「
宮
内
省
を
独
立
し
内
閣
の
上
に
置
く
べ
し
」
に
お
け
る

宮
内
省
中
へ
の
神
祇
院
設
置
論
を
と
り
あ
げ
、
神
祇
院
と
内
閣
の
二

官
制
と
い
う
新
し
い
祭
政
一
致
の
方
向
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
は
仏

教
者
や
政
治
家
に
も
共
有
さ
れ
た
構
想
だ
っ
た
が
、
帝
国
憲
法
を
起

草
し
た
伊
藤
博
文
や
井
上
毅
ら
は
天
皇
親
祭
の
論
理
を
も
っ
て
神
祇

官
衛
の
存
在
を
否
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
神
祇
官
衛
の
設
立
は
果
た

さ
れ
ず
、
帝
国
議
会
開
設
後
、
神
社
界
は
継
続
的
に
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

藤
本
頼
生
氏
の
「
明
治
末
期
に
お
け
る
神
社
整
理
と
井
上
友
一

―

内
務
官
僚
と
「
神
社
中
心
説
」
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
内
務
省
地

方
局
が
日
露
戦
争
後
に
実
施
し
た
地
方
改
良
運
動
に
お
け
る
「
神
社

中
心
説
」
に
注
目
し
、
そ
の
主
導
者
井
上
友
一
神
社
局
長
ら
の
施
策

お
よ
び
地
方
局
の
感
化
救
済
事
業
や
、
エ
ベ
ネ
ザ
・
ハ
ワ
ー
ド
の
田

園
都
市
論
を
関
連
づ
け
て
考
察
し
て
い
る
。『
神
社
局
時
代
を
語
る
』

な
ど
の
内
務
官
僚
の
回
顧
録
や
関
係
史
料
を
博
捜
し
つ
つ
、
神
社
整

理
政
策
と
神
社
中
心
説
は
い
ず
れ
も
地
方
改
良
運
動
と
相
ま
っ
た
思

想
で
あ
り
、
欧
州
の
田
園
都
市
論
と
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
解
明
し
て
い
る
。

　

宮
本
誉
士
氏
の
「
国
家
的
神
道
と
国
民
道
徳
論
の
交
錯―

加
藤

玄
智
の
「
国
体
神
道
」
の
意
味
」
は
、
加
藤
玄
智
が
国
民
道
徳
論
の

影
響
下
で
神
道
・
神
社
宗
教
論
を
展
開
し
た
こ
と
に
着
目
し
た
論
考

で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
戦
後
の
国
家
神
道
論
と
く
に
村
上
重
良
氏
の
そ

れ
と
加
藤
の
国
家
的
神
道
観
、
ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
国
家
神
道
観
の
差
は
、

「
国
体
神
道
」（
国
体
の
カ
ル
ト
）
を
い
か
に
理
解
す
る
か
の
検
証
に

か
か
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
加
藤
の
神
道
宗
教
論
で
は
国
民
教
育
、

国
体
神
道
・
神
社
神
道
、
国
家
的
神
道
と
い
う
研
究
上
の
タ
ー
ム
形

成
の
流
れ
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
昭
和
期
の
日
本
精
神
論
と
の
関

係
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
加
藤
は
明
治
大
正
期
の
「
国
民
道
徳
」
は

批
判
的
に
見
て
い
た
が
、
神
道
を
含
ん
だ
昭
和
期
「
日
本
精
神
論
」

の
賛
美
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

藤
田
大
誠
氏
の
「
国
家
神
道
体
制
成
立
以
降
の
祭
政
一
致
論―

神
祇
特
別
官
衛
設
置
運
動
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正

期
の
「
神
祇
特
別
官
衛
設
置
運
動
」
さ
ら
に
は
そ
の
帰
結
と
し
て
の

昭
和
十
五
年
の
神
祇
院
設
立
に
つ
い
て
辿
り
、と
く
に
神
道
人
が「
祭
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政
一
致
」
の
指
標
と
し
た
「
神
社
行
政
統
一
」
と
「
八
神
殿
奉
斎
」

の
議
論
に
注
目
し
て
制
度
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
考
察
し
て
い
る
。
明

治
末
に
衆
議
院
議
員
の
大
津
淳
一
郎
は
「
神
祇
行
政
統
一
」
を
求
め

る
「
神
社
崇
敬
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
を
提
出
し
、
大
正
期
に
は
全
国

神
職
会
が
「
神
祇
ニ
関
ス
ル
特
別
官
衛
ノ
設
置
ヲ
望
ム
ノ
議
」
を
公

表
す
る
な
ど
の
運
動
を
展
開
し
た
。
昭
和
期
に
は
神
社
制
度
調
査
会

が
設
置
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
に
神
祇
院
体
制
が
成
立
す
る
。
し
か
し

神
道
人
の
目
指
し
た
「
神
社
行
政
統
一
」「
八
神
殿
奉
斎
」
は
政
府

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
詳
述
し
て
い
る
。

　

以
上
、
各
論
文
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
た
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
は
い
る
が
、
共
同
研
究
の
成
果
に
ふ
さ
わ

し
い
纏
ま
り
の
あ
る
論
文
集
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
大
き
な
特
色

は
、
編
者
が
序
文
で
明
確
に
述
べ
る
よ
う
に
、「「
国
家
神
道
」
の
根

幹
と
し
て
の
「
祭
政
一
致
」
の
思
想
と
制
度
の
歴
史
的
展
開
を
研
究

す
る
」
と
い
う
目
標
の
も
と
、
故
葦
津
珍
彦
氏
の
問
題
意
識
・
史
観

の
「
修
補
改
正
」
を
個
別
的
な
視
点
か
ら
総
合
し
よ
う
と
試
み
た
点

に
あ
る
。
各
論
文
が
意
識
的
に
「
祭
政
一
致
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
掲

げ
、
か
つ
思
想
・
制
度
双
方
に
目
配
り
し
た
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、

近
世
・
近
代
の
「
祭
政
一
致
」、「
国
家
神
道
」
の
思
想
・
制
度
に
関

す
る
通
史
と
し
て
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
を
通
し
て
得
ら
れ
る
示
唆
は
少
な
く
な
い
が
、
と
り
わ
け
、

編
者
の
「「
国
家
神
道
」
を
狭
義
・
広
義
の
い
ず
れ
に
定
義
し
よ
う

と
、「
国
家
神
道
」
の
根
幹
に
は
「
祭
政
一
致
」
を
め
ぐ
る
様
々
な

思
想
と
そ
れ
を
制
度
化
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
存
在
す
る
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
問
題
提
起
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
島
薗
進
氏
が
「
戦
後

の
国
家
神
道
と
宗
教
集
団
と
し
て
の
神
社
」（
圭
室
文
雄
編
『
日
本
人

の
宗
教
と
庶
民
信
仰
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
八
年
所
収
）
で
言
及
し
た

戦
前
戦
後
の
「
国
家
神
道
」
の
「
太
い
連
続
性
」
と
は
、
葦
津
氏
流

に
言
え
ば
「
日
本
人
と
い
ふ
民
族
（
ネ
イ
シ
ョ
ン
）
と
の
結
び
つ
き
」

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
淵
源
に
「
祭
政
一
致
」
へ
の
志
向
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
提
唱
は
本
書
の
各
研
究
の
基

調
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、近
年
の
学
界
に
お
け
る
国
家
神
道
論
争（
狭

義
・
広
義
論
）
の
建
設
的
進
展
を
も
少
な
か
ら
ず
促
し
て
い
く
と
憶

測
す
る
。
さ
ら
に
他
の
国
家
神
道
再
考
論
、
例
え
ば
「
国
家
神
道
」

と
「
国
体
論
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
を
分
節
化
す
る
安
丸
良
夫
氏

の
議
論
（
安
丸
良
夫
「
現
代
日
本
に
お
け
る
「
宗
教
」
と
「
暴
力
」」、
磯

前
順
一
、
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド
編
『
宗
教
を
語
り
な
お
す―

―

近
代
的
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
再
考
』
み
す
ず
書
房
、
平
成
十
八
年
所
収
他
）、
あ
る
い
は
『
国

家
神
道
再
考
』
合
評
会
（
平
成
十
九
年
三
月
三
日
、
國
學
院
大
學
）
に

お
い
て
評
者
の
高
橋
陽
一
氏
が
提
言
し
た
各
宗
教
共
通
の
「
共
通
教

化
」
と
い
う
分
析
概
念
（
高
橋
陽
一
「『
国
家
神
道
再
考
』
の
星
野
光
樹

氏
と
中
村
聡
氏
の
論
文
へ
の
コ
メ
ン
ト
」『
国
家
神
道
再
考
』
合
評
会
レ
ジ
ュ

メ
所
収
、
同
「
共
通
教
化
の
基
礎
仮
説
」『〔
東
京
大
学
教
育
学
研
究
室
〕
研

究
室
紀
要
』
二
二
、
平
成
八
年
他
）
な
ど
と
連
関
さ
せ
て
考
え
る
と
興
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味
深
い
問
題
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
国
家
神
道
」
の
根
幹
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
「
祭
政
一
致
」

の
思
想
や
制
度
化
へ
の
志
向
に
着
目
し
た
こ
と
で
、
葦
津
珍
彦
氏
の

『
国
家
神
道
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
や
編
者
の
『
国
家
神
道
形
成
過

程
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
平
成
六
年
）
の
成
果
・
学
説
を
制
度
・
思

想
研
究
の
双
方
か
ら
更
に
補
完
・
敷
衍
す
る
研
究
が
促
進
さ
れ
た
。

考
察
の
時
代
や
対
象
を
明
治
維
新
以
前
に
遡
及
す
る
と
い
う
本
書
の

課
題
に
も
反
映
し
て
お
り
、
垂
加
神
道
や
国
学
、
水
戸
学
が
志
向
し

た
祭
政
一
致
論
の
近
代
史
上
の
展
開
（
制
度
・
行
政
上
の
合
理
化
・
縮

小
化
な
ど
）
を
辿
る
こ
と
が
で
き
、
有
益
で
あ
る
。

　

近
代
の
神
道
に
関
す
る
研
究
が
国
家
神
道
研
究
を
も
っ
て
終
始
す

べ
き
で
な
い
こ
と
は
、編
者
の
阪
本
是
丸
氏
が
『
近
代
の
神
社
神
道
』

（
弘
文
堂
、
平
成
十
七
年
）
に
お
い
て
、「
国
家
の
「
行
政
事
務
」
に
限

定
さ
れ
た
「
国
家
神
道
」
と
、
古
来
、
国
家
も
国
民
各
層
も
挙
っ

て
信
仰
し
、
崇
敬
し
た
「
神
社
」
を
中
核
と
す
る
神
道
（
神
社
神
道
）

と
は
区
別
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
明
快
に
指
摘
す
る
通

り
で
あ
る
。
前
掲
の
安
丸
良
夫
氏
が「
国
家
神
道
」や「
公
認
教
」（
仏

教
、
教
派
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
）
も
「
そ
の
実
践
的
な
基
底
部
は

民
俗
信
仰
だ
と
も
い
え
る
」
と
指
摘
し
た
の
と
も
関
係
す
る
。
今
後

は
、
本
書
の
論
文
の
数
々
に
学
び
つ
つ
、「
国
民
の
神
社
に
対
す
る

信
仰
・
崇
敬
」（
阪
本
）や「
民
衆
生
活
に
即
し
た
宗
教
活
動
の
実
態
面
」

（
安
丸
）
の
研
究
を
も
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
神
道
を

含
む
近
代
の
神
道
へ
の
理
解
が
一
層
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い

次
第
で
あ
る
。

　
（�

弘
文
堂
、
平
成
十
八
年
十
月
刊
、
Ａ
５
判
、
四
三
二
頁
、
本
体

六
〇
〇
〇
円
）

（
明
治
神
宮
権
禰
宜
・
研
究
員
）




